
かつては幻の名を欲しいままにした
ゼフィルス。山麓のウラジロガシやイ
チイガシで発生し、羽化後しばらく
は発生地で過ごすが、その後は山頂
付近に移動して活動する特異な生活
史を持つ。今年は個体数が多かった
ようで、発生地から活動場所へと移
動する直前の新鮮な雌に幸運にも対
面することができ、カメラの前で翅
を開くと深い青が広がった。

滋賀県　2022年６月26日
写真・文／板野 隆

表紙：ヒサマツミドリシジミ

襲いかかるムシヒキアブの一種から逃げるフタスジチョウ（連写合成）
2019年７月24日　長野県上高地　撮影／伊勢利希

海野和男が語るチョウの魅力
ツツジに来るアゲハチョウ
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